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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 添加物を使用せず、体に良い製品づくりを致します。

２ ． 食品安全・環境関連法令や条例を遵守し、お客様の要望にも積極的にお応えします。

３ ． 食品リサイクルを推進します。

４ ． 省エネルギーを実践し、二酸化炭素排出量を削減します。

５ ． 原料を大切に使用し、ゼロエミッションを実行します。

６ ． 会社全体で食品安全と環境保全を推進するために社員教育を実践します。

７ ． 社内、社外とのコミュニケーションを積極的に行います。

８ ． 取組をしながら定期的なチェックを行い、継続できる体制を作り維持していきます。

９ ． 化学物質の使用、管理を適切に行います。

制定日： 2017年8月1日

改定日： 2020年7月31日

れず、食品安全と環境保全活動に積極的に取り組んで参ります。　　　　　　　　　　　　　

食品安全・環境経営 方針

私たちは、信州、長野県の地で「うまいそば造り一筋！」をモットーに企業活動をさせて

いただいております。限りある資源、原料を大切に使わせていただき、“安心”、“安全”、

“美味しい”でお客様の心を満たす製品造りをしながら、地球環境への配慮と気遣いを

代表取締役 山本 修
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

山本食品株式会社
代表取締役　山本 修

（２） 所在地
本社・本社工場

長野県長野市大字大豆島字樋掛け3893-11

飯綱町十割そば専用工場
長野県上水内郡飯綱町大字牟礼1780-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 本社工場長 藤本 陽一 TEL：026-222-3350

飯綱町工場長 海藤 央 TEL：026-213-8822
担当者 品質管理部 塚田 和博 TEL：026-222-3350

（４） 事業内容
乾めん・生冷凍めん・そば粉の製造・販売

（５） 事業の規模
売上高 億円

従業員　　　　　名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 月 日 ～ 月 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 山本食品株式会社
対象事業所： 本社・本社工場

飯綱町十割そば専用工場
活動： 乾めん・生冷凍めん・そば粉の製造・販売

合計
44名

6,728㎡

14
3458

3111 1

30
3270

本社・本社工場 飯綱町十割そば専用工場
11.75

2017年6月7日

10
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

対象外

※山本食品本社内に（株）山本かじのの事務所がある

環境経営システム　役割・責任・権限表

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2019年4月12日

代表者

環境委員会(四役会議)

社長　山本修

環境管理責任者（本社） 環境管理責任者（飯綱町工場）

環境委員会(四役会議) 環境委員会(四役会議)

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

・環境活動実績の確認・評価
部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議

内山貴博 畠山宜明

株式会社山本かじの

事務

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

藤本陽一 海藤央

環境事務局

環境委員会(四役会議)

塚田和博

事務、営業 本社工場 飯綱町十割そば専用工場

環境委員会(四役会議） 環境委員会(四役会議)

中嶋祐司

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営レポートの確認
環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境に関する内部監査の実施・報告
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
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□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数
kg-CO2/kWh

0
0
0
0 0

0.452 0.452 0.452
電力会社の調整後の係数

0
34,723

1,000

0

単位

kg-CO2

kg

kg

kg

％

㎥総排水量

食品再資源化実施率

　廃棄物処理量

　再生利用以外の量

　減量量

食品廃棄物

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

　発生量

　発生抑制量

　再生利用量

　熱回収量

項　目

二酸化炭素総排出量

2019年(全体)
上段　本社

下段　飯綱工場

659,093
411,312
247,781

14,125
10,325
3,800
38,412
26,703
11,709

34,723
24,413
10,310

0
0

24,413
10,310

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

100%
100%
100%

2020年(全体)
上段　本社

下段　飯綱工場

687,044
415,841
271,203

14,806
8,598
6,208
40,499
29,569
10,930

36,134
25,769
10,365

0
0
0

27,754
18,389
9,365

0
0
0
0
0
0
0
0
0

8,380
7,380

77%
71%
90%

2021年(全体)
上段　本社

下段　飯綱工場

746,231
447,826
298,405

19,216
10,661
8,555
50,176
41,266
8,910

47,171
38,861
8,310

0
0
0

47,171
38,861
8,310

0
0
0
0
0
0
0

2,369
1,797
572

2,333
1,595
738

100%
100%
100%

1,877
1,103
774

2022年(全体)
上段 本社

下段 飯綱工場

768,577
449,076
319,501

17,657
10,471
7,186
44,708
34,388
10,320

44,708
34,388
10,320

0
0
0

44,708
34,388
10,320

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

100%
100%
100%

1,989
1,188
801
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□環境経営目標及びその実績

3

3

3

3

3

3

3

3

3.5 4

3.5 4

3.5 4

3.5 4

3.5 4

3.5 4

3.5 4
3.5 4

59.5 59

4.5 5
4.5 5

4.5 5
4.5 5

4.5 5

4.5 5

4.5 5
4.5 5

66.0 58

%削減
%削減

%削減

%削減

%削減
%削減

392,803 236,631

3,629

自主目標 95% 95%以上維持 95%以上維持

478223 315,159 350,018 163,064 205,910 ×

632,729 395,104

kg-CO2

自主目標 95% 95% 95%100% 100% 100%95%以上維持

化学物質の適正管理について

11ページに記載

環境に配慮した生産活動

11ページに記載

項目 基準値 2023年 2024年
2019年 目標値 本社 飯綱町工場 目標値 本社 飯綱町工場

二酸化炭素削減

項目

555,928
原単位 kwh/万円 35.27 %削減 34.2 ― ― ― ― ○

LPガスによる

kg-CO2二酸化炭素削減 122,823 %削減

319,502 768,578

×

113,086 163,024

廃プラの削減 kg 3,451 %削減 3,330 2,086 1,244 %削減 3,313 2,076

水道水の削減 ㎥ 2,369 %削減

28.1

1.32 %削減 1.28 ― ― ― ― 1.24

0 32,589
自動車燃料による

kg-CO2

119138 41,997 49,938 77,141

%削減 1,569 1,060

一般廃棄物
kgの削減

廃プラの削減 kg
食品廃棄物の発生抑制・

自主目標
再生利用率の向上

水道水の削減

%削減
%削減

%削減
%削減

%削減

%削減

%削減
%削減

%削減

基準値 2022年

2019年 目標値 本社 飯綱町工場 実績合計 評価
電力による

kg-CO2

目標 実績値 目標 実績値
二酸化炭素削減 493,014 %削減

×
原単位 kg/万円

灯油による

kg-CO2

○

二酸化炭素削減 24,534 %削減 23,798 23,798 32,589 0

二酸化炭素削減 18,722 %削減 18,160 18,018 16,531 143 506 17,037 ○

×排出量合計
一般廃棄物

kg
の削減 14,125 %削減 13,701 10,015 10,471 3,686 7,747 18,218 ×

上記二酸化炭素
kg-CO2 659,093 639,319 398,972 449,076 240,348

廃プラの削減 kg 3,451 %削減 3,347 2,097 2,458 1,250 710 3,168 ○
食品廃棄物の発生抑制・

〇
再生利用率の向上

水道水の削減 ㎥ 2,369 1,613 1,078 1,188 343 801 1,989 ×

493,014 %削減 475759 313,535 162,223 %削減 473,293 311,910 161,383
原単位 kwh/万円 35.27 %削減 34.0 ― ― %削減 33.9 ― ―

電力による

kg-CO2

LPガスによる

141

二酸化炭素削減 122,823 %削減 118524 41,781 76,744 %削減 117,910 41,564 76,346
原単位 kg/万円 1.32 %削減 1.27 ― ― %削減 1.27 ― ―

kg-CO2

灯油による

二酸化炭素削減 24,534 %削減 23,675 23,676 0 %削減 23,553 23,798 0
自動車燃料による

kg-CO2二酸化炭素削減 18,722 %削減 18,067 17,925 142 %削減 17,973 17,832

509

237,870
排出量合計
一般廃棄物

kgの削減 14,125 %削減 13,631 9,964 3,667 %削減 13,560 9,912 3,648
1,237

食品廃棄物の発生抑制・

再生利用率の向上

1,581 1,069 512

上記二酸化炭素
kg-CO2 659,093 636,025 396,917 239,109

LPガスによる
kg-CO2二酸化炭素削減

原単位 kg/万円
灯油による

kg-CO2二酸化炭素削減
自動車燃料による

kg-CO2二酸化炭素削減
上記二酸化炭素

kg-CO2
排出量合計

項目 基準値 2025年 2026年
2019年 目標値 本社 飯綱町工場 目標値 本社 飯綱町工場

電力による
kg-CO2二酸化炭素削減

原単位 kwh/万円
160,542

75,949

0

140

㎥

95% 95%以上維持 95%以上維持

503

33.7 ― ―

1.26 ― ―

629,434

35.27

1.32

659,093

3,451

2,369 1,557 1,051

626,138 390,746 235,393

13419 9813

493,014

122,823

24,534

18,722

14,125

470,828

117,296

23430

17880

13489

310,286

41,348

23,430

17,739

9,860 3,610
3278 2,054 1,225

%削減 %削減

468,363 308,662 159,702
33.5 ― ―

116,682 41,131 75,551
1.25 ― ―

23307 23,307 0

17786 17,646 140

3296 2,065 1,231

506 1545 1,042

%削減
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

本社工場 飯綱工場

本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

74,245 77,933 78,863 82,043 64,709

33,252 41,209 31,163 34,798 32,090 38,275 28,632 37,332

LPガスによる二酸化炭素削
減

数値目標

39,226 36,497 41,250 30,223

○

△

取組結果とその評価、次年度の取組計画

電力と同様に使用量は増えたが、原単位では減らすことがで
きている。次年度も無駄のない製造をするよう努力していく。

年間を通して使用量も原単位も増加したが、特に無駄な使用
は無かった。次年度も無駄のない製造に努力する。

6月 7月 8月 9月

1,524 1,455 1,109 1,133 1,408

飯綱町十割そば専用工場

1,293 1,165 908 1,157

達成状況

×

達成状況

1.休憩室の照明は昼休みに消
灯する

2.OA機器は省エネ設定にする

3.空調の適温化(冷房28℃、暖
房20℃)

本社工場

11月 12月 1月 2月 3月

○

○

○

69,128 67,319 57,932
10月

59,432 65,045 47,876 50,252 48,600 57,051 55,534 69,476

取り組み計画

数値目標 ×

69,128
4月 5月 6月

取組結果とその評価
取組結果とその評価、次年度の取組計画

年間を通しても使用量は増加したが、売上額も増えているため
原単位は減っている。今後も効率良く無駄のない製造が行な
えるように努力していく。

年間を通して製造量が増加したため、電力使用量も増加した
が、原単位では減少している。次年度も無駄のない製造に努
力していく。

本社工場 飯綱工場

7月 8月 9月

電力による二酸化炭素削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

72,000 77,295 69,982 82,348 64,690

飯綱町十割そば専用工場

52,377 53,303 43,216 51,303 49,739 58,731 54,515
65,530 67,059 45,029

33,047 38,165 37,354 32,136 39,613 28,76027,555 34,032 25,426 28,741 28,831 39,034
28,576 35,028 33,365 24,822 28,803 27,43131,942 39,316 27,542 31,986 29,678 33,429

60,918 51,254 60,126 56,623

本社工場

11月 12月 1月 2月 3月
755 946 821

1,204 1,137 684 1,064 755 1,535 1,478

10月
1,413 1,546 1,082 1,277 1,125 1,708 1,238 1,375 1,146

4月 5月

2,840 2,439 2,254 1,294 1,091 1,7372,196 3,285 1,911 2,192 2,205 3,066
5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

3,697 3,192 3,217 2,565 1,610 2,2752,213 2,213 1,565 2,310 1,985 4,328

3,028 2,894 2,209 3,693 2,552 3,306 3,010 2,561 2,718 2,4323,028 4,109

40,251 44,918

66,650 60,367 43,032 60,334 52,293 62,044 61,252 70,353 78,541 78,385 77,993 63,132

35,921 45,351 34,158 37,878 34,059 40,532 40,016 37,505 37,918 27,045

1,374 1,114 974 1,264 1,512 1,779 1,635 1,429 1,363 1,233 1,357 1,614

1,067 1,384 910 1,305 1,112 1,003 1,252 1,198

・ボイラーの適正使用、適
正運転を行なう

・無駄なガスの使用はしな
い

3,529 4,380 3,378 4,575 5,078 3,645 2,844 3,326 944 2,010 2,089 1,897

0

50000

100000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

電力（kWh） 2019年(本社) 2020年(本社)

2021年(本社) 2022年(本社)

0

500

1000

1500

2000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

LPガス（㎏）
2019年(本社) 2020年(本社)
2021年(本社) 2022年(本社)

0

50000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

電力（kWh）
2019年(飯綱町工場) 2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場) 2022(飯綱町工場)

0

2000

4000

6000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

LPガス（㎏） 2019年(飯綱町工場) 2020年(飯綱町工場)
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灯油使用量の削減

本社工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

本社工場 飯綱工場

本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

0 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 25 0 0 0

61 152 204 55 128 106 110 112 160 161 111 93

212 110 156
56 154 105 97 156 0 58

10月
106

0 0 1,222

468 548 715 447 410 534 441 344 388 455 452 352
443 609 441

本社工場

11月 12月 1月 2月 3月 10月
633 555 590 710 378

7月 8月

2,078 2,267 1,979 1,904 1,736 1,363 699 651 327

0 0
5月 6月

273 408

2,197 1,610 1,264 1,134
5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×
・暖房の設定温度の適温化(本社のみ) △

本社工場のみ
使用量は増加したが、原単位では減少している。次年度も無駄のない製造に努力する。

9月

431 552 585 561 487 599 473 380 295 467 370 327

651 339 259 467
4月 5月 6月

400 0 0 0 0 0
0 0 0 0

飯綱町十割そば専用工場

467 574 367
632 283 543 330 254 394 394

0 0 0 0 0 00 0 0 0

4月 5月 6月 7月 8月 9月

5月 6月 7月 8月 9月

7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

本社工場

11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 0

10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

50 97 209 100 108

飯綱町十割そば専用工場

0 0 0 0 0 00 40 0 0 0 0
0 0 0 0 0 019 0 19 0 19 0

○

○・効率的なルートで配送

・エリア別営業活動の見直し

年度途中に自動車保険のサービスによる速度や加減速等を
把握できる装置を営業車に取付た効果とコロナ禍の影響も
あり、基準年より使用量を減らすことができた。

社有車のガソリンと除雪車用の軽油の使用量は増加している
が、無駄な使用は無い。次年度も使用量の減少や無駄な使用
が無いよう努力する。

自動車燃料による二酸
化炭素削減

数値目標

達成状況
取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

○・急加速、急ブレーキの抑制

415 0 0 0 0 1,3561,665 1,497 1,769 1,617 1,746 1,110

1,989 2,156 2,490 2,122 1,952 1,019 452 0 0 0 0 909

0 0 0 0 0 3211,233 2,095

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0

107 158 240 57 100 165 0 58 166 221 112 54

160 254 113 175 117 122 120 169

0 0 40 40 0 80 0 0 0 0 0 0
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本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

70 40 0 40 120 30

10月11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

0 120 80

104 123 55207 224 120 120 0 80

0 70

975 1,135 683 592 697 594 1,239 1,165 1,342 677 807 755

排出量は増えているが、原単位とすれば減少させることが
できた。

基準年より排出量は増加しているが、昨年と比較すると減少し
ている。

830
4月 5月 6月 7月 8月

一般廃棄物の削減
数値目標

・使用済み用紙の裏紙利用

・新聞紙やチラシ等を古紙
としてリサイクル化

・梱包材の再利用

○

○

△

取組結果とその評価、次年度の取組計画

本社工場 飯綱工場

本社工場

11月 12月 1月 2月 3月

達成状況

×

830 890 890
426 682 770 477 596 626 780

10月
850 850 840 800 850 885 890 830

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

800 880 782 885 894

飯綱町十割そば専用工場

370 380 305 290 350 415300 220 240 210 330 390

690 710 375 515 820 880 645 900 1,085 625 695 615
635 740 685 525 653 745410 375 325 255 355 505

10月
225 308 258 135 184 135

本社工場

11月 12月 1月 2月 3月
180 182

4月 5月 6月 7月 8月

廃プラの削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

850 830 465 526 745

・資源ごみの分別徹底

・包装不良の削減

〇

○

○

本社工場 飯綱工場
基準年より排出量は増加しているが、原単位では減少sて
いる。

年間を通して排出量を削減することができた。

182 137 93
90 90 135 225 180135 225 135 135 180 225 135

140
9月

140 70 85 45 110 90 0 80 0 0 90 0

飯綱町十割そば専用工場

70 50 50 60 0 950 50 0 0 50 0
90 91 75

0

980 1,098 723 633 721 946 892 981 1,152 872 916 557

9月

1,000 490 490 420 550 916 395

315 230 268 141 180 178 203 180 205 177 181 200
115 175 188 177 225 270 180 158 225185 175 180
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取組結果とその評価、次年度の取組計画

本社工場 飯綱工場

2019年(本社)

2020年(本社)

2021年(本社)

2022年(本社)

2019年(飯綱町工場)

2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場)

2022年(飯綱町工場)

化学物質の適正管理

環境に配慮した生産活動

0

151

208 0 197 0 157 0 186 0 183 0 172

0 137 0 114 0 119 0 145 0 108 0

0 217 0 208 0 182 0 202

180 0 226

飯綱町十割そば専用工場

227 0 685
0 167 0 160 0 208

11月 12月
0 213

数値目標
・加工ロスの削減

・分別の徹底

達成状況

○

○

4月 5月

・節水の意識を高めるよう
休憩室への掲示

本社工場 飯綱工場

年間を通し、すべて再生利用することができた。

本社工場

1月 2月 3月 10月

水道水の削減
数値目標 飯綱工場

達成状況

×

○

食品廃棄物の発生抑制・再生
利用率の向上

0 135 0 147 0
0 266

6月 7月 8月 9月

製造量が増えているため、目標の達成はできなかったが、
無駄なく水道水の使用ができている。

年間を通して使用量は増加しているが、原単位では減少してい
る。

排出量も抑制でき、すべて再生利用することができた。

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

本社工場

138 0 160 0 131 095 0 124 0 90 0
102 0 90 0 79 0 83 0 132 0 86 0

0 200 0 179

0
778

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・不良率低減 ○ 年間を通じて重大なクレームの発生はなく、環境に配慮した生産活動ができた。
・稼働率向上 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・有害性物質の表示の徹底 ○
・在庫管理の徹底 ○

年間を通じて有害物質の誤使用や漏洩、盗難などの問題はなく、適正な管理ができた。

取組紹介欄
　　手指消毒用アルコール容器への表示、検査用試薬保管場所への表示及び施錠
　　検査用試薬の在庫管理

取組紹介欄
朝礼にてその日の流れや指示事項、注意事項の伝達
クレーム発生時はホワイトボードへ明記し、従業員への周知徹底の実施

・顧客クレーム削減 ○

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月

0

167 0 148 0 117 0 130 0 130 0 109 0

0

500

1000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥） 2019年(本社) 2020年(本社)

2021年(本社) 2022年(本社)

0

100

200

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥）
2019年(飯綱町工場) 2020年(飯綱町工場)

2021年(飯綱町工場) 2022年(飯綱町工場)

11 ページ



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☐通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 火災及び人身事故の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

□代表者による全体の評価と見直し・指示

①環境経営方針、環境経営目標・計画、実施体制の見直し
見直しの必要はない

②最近の不適合事例及び是正処置
各製造部にて確認。工場長、品質管理が随時確認。

③地域住民などの利害関係者からの苦情及び是正処置
環境などに対する苦情はない

④法規制、遵守評価、社会状況の変化

環境関連法規については問題ない。

食品表示法の一部改正2022年4月より施工

⑤目標の達成状況
製造量が増えているため、電力、LPGの使用量も増加している。全体での原単位では減少させることができた。

廃プラの排出量については、同じ製品の製造が続いたこともあってか基準年よりも削減することができた。

⑥負荷の自己チェック、取組みの自己チェックの結果

環境経営計画に基づいて実施した取り組み内容を活用し、会社全体の取組へつなげられるよう

周知する。

社長の指示

〇廃棄物処理法

食品廃棄物の発生抑制等 〇
容器包装の再商品化

コロナ禍の影響により、引き続き生産が増えており、大変ありがたく感謝しております。本社と飯縄工場との製造比率が変化することもありま
すが、弊社全体では排出量が基準年を超えているので、原単位も含め、少しでも削減できるよう努力してほしいと思います。

遵守状況適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物、産業廃棄物の運搬・処理業者との契約、保管場所の表示、
マニフェストの交付及び保管管理

環境管理責任者及び製粉担当社員

社内連絡から避難まで速やかに完了できました。万が一の時に備えて訓練を重ねていきます。

2022年8月19日 飯綱町十割そば専用工場構内

飯綱町工場環境責任者及び飯綱町工場社員、パート

本社工場及び飯綱町工場は、2021年11月1日～2022年10月31日の間、苦情・要望等はありませんでした。

2022年9月2日 本社構内

消防法（危険物）

社員、パートとも緊急事態時の対応や消防設備の取り扱い方の認識を共有できた。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

また、各関係機関からの違反、訴訟等も過去4年間ありませんでした。

〇

フロン排出抑制法

危険物の保管

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫 〇

〇

食品リサイクル法
容器包装リサイクル法

適用される法規制
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